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増強.r-CAG, r-V AG, EEG，脳スキャン，髄液検査
で異常を認めず， PEGでは脳室lζ空気が入らなかっ
た その後徐々に頭蓋内圧更進症状が出はじめ脳室ド











Poor filing, Circulation timeの遅延，r-calosomarginal 我々は最近，稀とされている細菌性脳動脈痛と考え
arteryの后方より，前方への圧排， 浅側頭動脈末梢よ られた 1例を経験したので若干の文献的考察を加え報
り造影剤の extravasationを認めた．瞳孔両側散大， 告した 症例〕26才，女性， リウマチの既往あり， S.




傷后71寺間20分l乙て手術終了したが， 受傷約13時間40 脳動脈の precentralartery末梢部に5x 5mmの脳動
分后に死亡した．休み時間中の某中学校で起った事故 脈痛を認めた．直ちに関頭術を行うに，膿苔の付着し






































































































(1) 高度の肺高血圧 CPA庄100,RP. RS : 0.57 
















(JlE例〕 4才3月 古 12kg／発育不全／呼吸困難を
言訴として来院．入院時著明な，上下肢の血圧差を認
め，thrillを触知し，連続性及ぴ収縮期の心雑音を聴取
した． 胸沈X似i仇 心毛図 右心カテーテル検査等ーに
より， PDA, VSDを合併した．管前型大動脈縮窄症
の診断を得た．手術はエーテル深麻酔，単純超低体温
を用いた．左開胸lζて動脈管の切断閉鎖． 大動脈縮窄
部の切除及び，大動脈端々吻合を行なった 動脈管は
直径llmm，大動脈縮窄は，外径lOmm内径3mmであり，
KeithのE型であった．又，ひきつづき，心室中隔欠
損閉鎖術を行なった．心室中隔欠損はE型で直径5mm 
であった 線生は心7 ーサジで容易であった．術后上
下肢の血圧差は解消し，出血も少なし呼吸循原の管
理lζ困難はなかった 乳幼児における合併心奇形を有
する本疾患の死因が，うっ血性心不全であるζとを考
えると一期的根治術の必要性は明らかであり手段とし
て低体温法は有利であると言える．
11.教室における先天性腸閉鎖及び
狭窄症例の検討
岐阜大学第2外科
今村健，河田良，土屋十次，
山伝真史，樫木良友，国技篤郎
教室において経験した腸管の先天性要因による閉塞
症は38例であり，狭窄が12例，閉鎖が16例である．狭
窄12例の内訳は輪状勝4例，十二指腸狭窄2例空腸狭
窄6例であり，十二指腸狭窄の2例と空腸狭窄の4例
が膜株w；窄であった．閉鎖16例の内訳は輪状勝2例，
十二指腸閉鎖1例， 空腸閉鎖6例， 回腸閉鎖7例であ
る．
閉鎖例では恒吐，腹部膨満，胎便の異常の triasが
そろっていたが，狭穿例では胎便の異常を伝たす例は
少なし吐唱は閉鎖例と異なり哨乳開始後IC発現する
ζとが多かった．
閉鎖例での予后は16例中7例が死亡，狭窄例での死
亡は12例中2例であった．
術前状態で，低体重低体温，来院時期などは予後不
良の重要な因子ではなかったが，術前の呼吸障害，穿
干し性腹膜炎は予後不良の因子であった
12. メツケル憩室の穿孔症例
fl波病院外科
松波英一，和田英一，
吉田敏生，松浦昭吉
13.巨大な小腸平滑筋肉腫のH9tJ
岐阜第2外科
中条武，竹腰知i'fl.大橋広文．
樫木良／.j_，国技篤郎
中検病浬 下川｜邦泰
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14 胆のう摘出後胆管結石の3例
－症例報告と発生に関する 1考案一
岐北病院外科
O佐治薫豊，東修次，操 厚，
大前勝正，岡本忠雄
最近3例の胆のう摘出後胆管結石を経験した．症例
1, 67才，♀，約1年半前，胆石症とし胆のう摘出術を
受け，術後7ヶ月目IC:上腹部仙痛発来．。 30mmlζ拡大
した総胆管乳頭部！と栂指頭大ビリ Jレピン結石が陥頓し
無数の胆砂，胆泥を認め結石再発と考えられた．症例
2' 76才，合， 1年2ヶ月前胆石症とし胆摘を受け，
術後8ヶ月自に上腹部痛発来，ゆ 16mmlζ拡大した総胆
管乳頭部lζ小指頭大のコレステリン結石が陥頓してい
たが胆砂，胆泥は認めず遺残結石と考えられた． 症例
3' 57才♀，約20年前胆石症とし胆摘を受け術後1ヶ
月自に右季肋部痛発来，約5cm長の遺残胆のう胆管と
総胆管との分枝部lζ小指頭大のコ レステリン結石の陥
頓を認めた． 以上の3例の経験から，造残結石は別と
して結石再発の l因子として，胆摘そのものの影響を
胆摘前後の総胆管の直径を経時的IC:計測するととによ
り検討し若干の知見を得たので報告した
15. Poor riskの食道静脈溜破裂に対す
る傍食道，傍胃血行遮断術について
岐大第1外科
後藤明彦，林惇治，
岩島康敏，鬼束惇義
